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ふるさとと共に歩む 喜多方を愛する人が集う

　みなさま、今年の会津喜多方会の総会・懇親会は、11月2日（土）11時半より、上野・
東天紅で開催します。懐かしいお仲間と集い、地元のお酒を楽しみましょう。祭囃子盆踊り
保存会の名手たちが駆けつけ、輪になって会津磐梯山庄助おどりを踊りましょう。喜多方
は2回目の「喜多方ラーメンの日」を迎えるなど、相変わらず話題は豊富です。
　みなさま、ふるってご参加ください。
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11月2日 皆さんご一緒に

令和6年度 会津喜多方会総会
11 月 2日（土）上野・東天紅で開催

喜多方市

喜多方市提供、8月16日撮影

写真は今年８月の三ノ倉高原のひまわり、会津磐梯山庄助おどり、太鼓台競演



①
11
月
２
日（
土
）に
会
津
喜

多
方
会
総
会・懇
親
会
を
東

天
紅
上
野
店
に
て
開
催
し

ま
す
。 

②
喜
多
方
夏
祭
り
へ
の
協
賛

を
行
い
ま
す
。

③
喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の

首
都
圏
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
ま
す
。

④
喜
多
方
商
工
会
議
所
扱
い

の
日
本
酒
販
売
へ
の
協
力
。

⑤
喜
多
方
市
及
び
関
係
機

関
、在
京
ふ
る
さ
と
会
や
同

窓
会
な
ど
の
団
体
と
の
連

携
協
力
と
交
流
を
は
か
り

ま
す
。

ご挨拶ご挨拶

◆日　時　令和6年11月2日（土） 受付開始11時 　総会11時半 懇親会12時15分～15時　
◆会　場　東天紅上野本店 台東区池之端1-4-1　03-3828-5111
◆交　通　JR上野駅、メトロ日比谷線上野駅 不忍口より徒歩10分　メトロ千代田線湯島駅より徒歩3分
◆会　費　9,000円　年会費2,000円

令和6年度 会津喜多方会総会

●問い合わせ　事務局（伊関宏幹事長宅）
　携帯080-5178-4191  Tel/Fax048-433-6869  E-mail Hiroshi.iseki51@gmail.com

　
会
津
喜
多
方
会
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
、
ふ
る
さ
と
喜
多
方
の
た
め

御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
喜
多
方
の
近
況
で
す

が
、さ
く
ら
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

三
ノ
倉
高
原
菜
の
花
フ
ェ
ス
タ

や
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
タ
、
夏
ま

つ
り
等
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
賑
わ
い

を
取
り
戻
し
て
い
る
こ
と
は
大

変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、「
喜
多

方
ラ
ー
メ
ン
課
」「
そ
ば
課
」
を

新
設
し
、
地
域
で
愛
さ
れ
て
い

る
食
文
化 
の
ブ
ラ
ン
ド
力
・

知
名
度
の
更
な
る
向
上
と
発
展

を
図
る
べ
く
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
有
機
農
業
の
拡
大

に
向
け
て
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

組
む
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
」宣
言
を
行
い
、有
機
農
業
の

生
産
性
向
上
・
担
い
手
育
成
、

販
路
の
確
保
や
消
費
者
理
解
の

醸
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
有
機

農
業
の
拡
大
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
健
康
と
命

を
守
り
な
が
ら
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
、
商
工
・
観
光
業
な

ど
、
様
々
な
産
業
を
し
っ
か
り

と
支
え
る
こ
と
で
経
済
の
活
性

化
を
図
り
、
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
と
力
を
合

わ
せ
、夢
や
希
望
を
語
れ
る「
ふ

る
さ
と
喜
多
方
」、「
わ
く
わ
く

す
る
喜
多
方
」
の
着
実
な
推
進

に
向
け
各
種
施
策
を
実
行
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
津
喜
多
方
会
の

益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様

の
御
健
勝
・
御
活
躍
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ

き
日
本
人
選
手
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
中
、
喜
多
方
市
で
は
第

18
回
喜
多
方
レ
ト
ロ
横
丁
が
２

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
会
場
は
埋
め
尽

く
さ
れ
た
。「
日
本
一
」
と
称
す

る
祭
り
は
、
年
長
者
か
ら
幼
い

子
供
た
ち
ま
で
人
気
が
高
い
。

特
に
子
供
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
数
多
く
訪
れ
た
。今
年
の

テ
ー
マ
は
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
レ
ト

ロ
」。訪
れ
た
市
内
外
の
皆
様
は

大
い
に
レ
ト
ロ
を
堪
能
で
き
た

事
だ
ろ
う
。喜
多
方
の
夏
は
レ

ト
ロ
横
丁
か
ら
始
ま
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。当
所
は

主
催
者
と
し
て
、
祭
り
の
成
功

に
向
け
一
心
不
乱
に
取
り
組

み
、
今
年
も
良
い
祭
り
の
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
た
。

　
忌
ま
わ
し
い
新
型
コ
ロ
ナ
で

様
々
な
生
活
様
式
の
変
化
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
我
々
は
こ

の
間
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、

常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
繰
り
返

し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て

き
た
。元
気
な
喜
多
方
は
今
も

健
在
だ
。

　
と
こ
ろ
で
喜
多
方
は
花
の
ま

ち
と
し
て「
し
だ
れ
桜
」、「
向
日

葵
」で
も
有
名
だ
が
、雄
国
沼
湿

原
に
咲
き
誇
る
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
の
群
生
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。毎
年
６
月
下
旬
よ
り
咲
き

広
が
り
、
沼
は
黄
色
の
じ
ゅ
う

た
ん
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
な

る
。実
は
こ
の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
は
日
が
昇
る
と
花
を
咲
か

せ
、
夕
方
に
し
ぼ
ん
で
し
ま
う

「
一
日
花
」だ
。　
　
　

　
飯
豊
山
登
山
で
も
目
に
す
る

花
だ
が
一
日
で
終
え
る
花
と
は

つ
い
最
近
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
。花
言
葉
は
「
日
々
を
新
た

に
」。毎
日
が
充
実
し
、
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
さ
れ
た
新
し
い
日
を
迎

え
る
の
が
楽
し
み
な
今
の
心
境

に
ぴ
っ
た
り
だ
。

遠藤 忠一
喜多方市長

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」を
宣
言

　
会
津
喜
多
方
会
の
会
員
の
皆

さ
ま
、御
支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る

皆
さ
ま
、本
年
も
恒
例
の
総
会
・

懇
親
会
の
時
期
が
や
っ
て
参
り

ま
し
た
。喜
多
方
市
、会
津
喜
多

方
商
工
会
議
所
は
じ
め
、平
素

よ
り
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。皆
さ
ま
と
と
も
に
楽
し

く
、有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

た
く
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
８
月
15
日
の
太
鼓
台

競
演
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。22

台
の
太
鼓
台
が
目
抜
き
通
り
を

練
り
歩
き
、熱
気
み
な
ぎ
る
勇

壮
な
祭
り
で
す
。主
催
者
に
よ
る

と
会
場
周
辺
は
４
万
４
千
人
の

人
出
で
、人
口
減
少
が
ウ
ソ
の
よ

う
で
し
た
。あ
る
町
内
の
太
鼓
台

参
加
者
が
終
わ
り
に「
こ
の
祭
り

は
世
界
一
面
白
い
」と
挨
拶
し
た

の
に
は
感
激
し
ま
し
た
。こ
ん
な

一
言
を
引
き
出
せ
る
祭
り
な
の

で
す
ね
。

　
さ
て
、太
鼓
台
競
演
、最
初
は

１
９
９
０
年
で
し
た
。古
来
よ

り
、西
の
小
荒
井
は
諏
方
神
社
、

東
の
小
田
付
は
出
雲
神
社
、太

鼓
台
が
出
る
祭
礼
が
続
い
て
い

ま
す
が
、両
方
の
太
鼓
台
を
集

め
て
し
ま
お
う
と
い
う
大
胆
な

企
画
で
す
。「
酒
樽
み
こ
し
」な
ど

の
試
行
錯
誤
の
末
に
た
ど
り
着

い
た
試
み
で
し
た
が
、や
って
み
る

と
市
民
に
も
参
加
者
に
も
大
好

評
。熊
倉
や
村
松
、塩
川
な
ど
参

加
も
増
え
て
今
に
至
っ
て
い
ま

す
。ま
さ
に「
喜
多
方
の
宝
」で

す
。

　
７
月
の
レ
ト
ロ
横
丁（
第
18

回
）も
２
日
間
で
８
万
人
が
訪
れ

た
そ
う
で
す
が
、こ
れ
も
市
民
、

参
加
者
が
楽
し
め
る
イ
ベン
ト
と

し
て
育
っ
て
い
ま
す
。新
し
い
伝

統
、新
し
い
宝
が
次
々
に
生
ま
れ

る
喜
多
方
は
、私
た
ち
の
誇
り
で

す
。手
を
携
え
て
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

冠木 雅夫
会津喜多方会会長

「
世
界
一
面
白
い
」!?
太
鼓
台
競
演

佐藤 富次郎
会津喜多方
商工会議所会頭

「
日
々
を
新
た
に
」

☆
顧
　問

五
十
嵐 
清
人

遠
藤 

和
徳

小
山 

忠
男

齋
藤 

平
二

武
田 

惠
美
子

田

部

 

勉

武
蔵 

好
彦

渡

邊

 

衛

☆
相
談
役

冨
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み
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☆
会
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冠
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雅
夫

☆
副
会
長

石
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正
志

石
綿 

崇
志

山

田

 

勝

☆
幹
事
長

伊

関

 

宏

☆
幹
事
長
代
行

（
会
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当
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大
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☆
副
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事
長

高
橋 

雅
子

永
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栄
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南
出 

京
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☆
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大
竹 

英
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小
関 

哲
子

☆
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秋
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芙
美
子

秋
元 

美
智
子

穴
澤 

ミ
ヨ
子

会
津
喜
多
方
会
役
員
名
簿

（
令
和
６
年
10
月
１
日
現
在
、幹
事
候
補
も
含
む
）

　
　
　（
敬
称
略
）

岩
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千
穂

内
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由
美
子

宇
津
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繁

大
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小
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子
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郎
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木 

幹
男
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雄
二

東
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貴
史

冨
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陽
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梨
本 

佐
津
子
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井 

淳
一

新
居
崎 

千
津
子
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久
子

満
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セ
ツ
子
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☆
地
元
幹
事

遠
藤 

紀
雄

都
倉 

浩
二

長
谷
川 

仁

鈴
木 

美
智
子

瓜
生 

昭
彦

渡
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洋
一

長
嶋 

嘉
久

岩
田 

恒
典

五
十
嵐 

隆

甲
斐 

修
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☆
地
元
事
務
局

佐
藤 

ま
ゆ
み

令和5年度（2023年）事業報告

令和6年度（2024年）事業計画

  　　
11
月
４
日（
土
）に
東
天
紅
上

野
店
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。遠
藤
忠
一
喜
多
方
市
長
、佐

藤
富
次
郎
会
津
喜
多
方
商
工
会

議
所
会
頭
は
じ
め
、来
賓
22
名
、

会
員
89
名
、地
元
の
祭
り
囃
子

盆
踊
り
保
存
会
９
名
も
含
め
合

計
１
２
０
名
で
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

  　
９
月
30
日
、２
月
10
日
、６
月

１
日
、い
ず
れ
も
お
魚
総
本
家
新

宿
西
口
店
に
て
開
催
し
ま
し
た
。                          

【
関
係
機
関・団
体
と
の
連
携
】

令
和
５
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
に
か
け
て

●
福
島
県
人
会
秋
季
総
会

●
会
津
会
総
会・新
年
会

●
在
京
西
会
津
会
総
会

●
山
都
町
ふ
る
さ
と
会
総
会

●
在
京
下
郷
町
総
会

●
在
京
北
塩
原
村
総
会

●
首
都
圏
桜
壇
同
窓
会
総
会

●
会
津
赤
べ
こ
会
春
秋
総
会

●
喜
多
方
観
光
協
会
物
産
協
会

主
催
の
首
都
圏
開
催
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

●
喜
多
方
市
夏
祭
り
に
協
賛
。８
月
15
日
太
鼓
台
競
演

集
合
会
場
に
応
援
訪
問
＝
写
真

●
商
工
会
議
所
扱
い
の
日
本
酒
販
売
へ
の
協
力

（当会の会計年度は9月1日から翌年8月31日まで）

総
会
・
懇
親
会
の
開
催

幹
事
会
の
開
催

会津喜多方会会報No.16〈2〉会津喜多方会会報No.16〈3〉



①
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　携帯080-5178-4191  Tel/Fax048-433-6869  E-mail Hiroshi.iseki51@gmail.com

　
会
津
喜
多
方
会
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
、
ふ
る
さ
と
喜
多
方
の
た
め

御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
喜
多
方
の
近
況
で
す

が
、さ
く
ら
ま
つ
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、
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ま
た
、
今
年
度
か
ら
、「
喜
多

方
ラ
ー
メ
ン
課
」「
そ
ば
課
」
を

新
設
し
、
地
域
で
愛
さ
れ
て
い

る
食
文
化 

の
ブ
ラ
ン
ド
力
・

知
名
度
の
更
な
る
向
上
と
発
展

を
図
る
べ
く
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
有
機
農
業
の
拡
大

に
向
け
て
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

組
む
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
」宣
言
を
行
い
、有
機
農
業
の

生
産
性
向
上
・
担
い
手
育
成
、

販
路
の
確
保
や
消
費
者
理
解
の

醸
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
有
機

農
業
の
拡
大
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
健
康
と
命

を
守
り
な
が
ら
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
、
商
工
・
観
光
業
な

ど
、
様
々
な
産
業
を
し
っ
か
り

と
支
え
る
こ
と
で
経
済
の
活
性

化
を
図
り
、
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
と
力
を
合

わ
せ
、夢
や
希
望
を
語
れ
る「
ふ

る
さ
と
喜
多
方
」、「
わ
く
わ
く

す
る
喜
多
方
」
の
着
実
な
推
進

に
向
け
各
種
施
策
を
実
行
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
津
喜
多
方
会
の

益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様

の
御
健
勝
・
御
活
躍
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ

き
日
本
人
選
手
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
中
、
喜
多
方
市
で
は
第

18
回
喜
多
方
レ
ト
ロ
横
丁
が
２

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
会
場
は
埋
め
尽

く
さ
れ
た
。「
日
本
一
」
と
称
す

る
祭
り
は
、
年
長
者
か
ら
幼
い

子
供
た
ち
ま
で
人
気
が
高
い
。

特
に
子
供
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
数
多
く
訪
れ
た
。今
年
の

テ
ー
マ
は
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
レ
ト

ロ
」。訪
れ
た
市
内
外
の
皆
様
は

大
い
に
レ
ト
ロ
を
堪
能
で
き
た

事
だ
ろ
う
。喜
多
方
の
夏
は
レ

ト
ロ
横
丁
か
ら
始
ま
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。当
所
は

主
催
者
と
し
て
、
祭
り
の
成
功

に
向
け
一
心
不
乱
に
取
り
組

み
、
今
年
も
良
い
祭
り
の
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
た
。

　
忌
ま
わ
し
い
新
型
コ
ロ
ナ
で

様
々
な
生
活
様
式
の
変
化
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
我
々
は
こ

の
間
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、

常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
繰
り
返

し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て

き
た
。元
気
な
喜
多
方
は
今
も

健
在
だ
。

　
と
こ
ろ
で
喜
多
方
は
花
の
ま

ち
と
し
て「
し
だ
れ
桜
」、「
向
日

葵
」で
も
有
名
だ
が
、雄
国
沼
湿

原
に
咲
き
誇
る
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
の
群
生
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。毎
年
６
月
下
旬
よ
り
咲
き

広
が
り
、
沼
は
黄
色
の
じ
ゅ
う

た
ん
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
な

る
。実
は
こ
の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
は
日
が
昇
る
と
花
を
咲
か

せ
、
夕
方
に
し
ぼ
ん
で
し
ま
う

「
一
日
花
」だ
。　
　
　

　
飯
豊
山
登
山
で
も
目
に
す
る

花
だ
が
一
日
で
終
え
る
花
と
は

つ
い
最
近
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
。花
言
葉
は
「
日
々
を
新
た

に
」。毎
日
が
充
実
し
、
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
さ
れ
た
新
し
い
日
を
迎

え
る
の
が
楽
し
み
な
今
の
心
境

に
ぴ
っ
た
り
だ
。

遠藤 忠一
喜多方市長

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」を
宣
言

　
会
津
喜
多
方
会
の
会
員
の
皆

さ
ま
、御
支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る

皆
さ
ま
、本
年
も
恒
例
の
総
会
・

懇
親
会
の
時
期
が
や
っ
て
参
り

ま
し
た
。喜
多
方
市
、会
津
喜
多

方
商
工
会
議
所
は
じ
め
、平
素

よ
り
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。皆
さ
ま
と
と
も
に
楽
し

く
、有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

た
く
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
８
月
15
日
の
太
鼓
台

競
演
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。22

台
の
太
鼓
台
が
目
抜
き
通
り
を

練
り
歩
き
、熱
気
み
な
ぎ
る
勇

壮
な
祭
り
で
す
。主
催
者
に
よ
る

と
会
場
周
辺
は
４
万
４
千
人
の

人
出
で
、人
口
減
少
が
ウ
ソ
の
よ

う
で
し
た
。あ
る
町
内
の
太
鼓
台

参
加
者
が
終
わ
り
に「
こ
の
祭
り

は
世
界
一
面
白
い
」と
挨
拶
し
た

の
に
は
感
激
し
ま
し
た
。こ
ん
な

一
言
を
引
き
出
せ
る
祭
り
な
の

で
す
ね
。

　
さ
て
、太
鼓
台
競
演
、最
初
は

１
９
９
０
年
で
し
た
。古
来
よ

り
、西
の
小
荒
井
は
諏
方
神
社
、

東
の
小
田
付
は
出
雲
神
社
、太

鼓
台
が
出
る
祭
礼
が
続
い
て
い

ま
す
が
、両
方
の
太
鼓
台
を
集

め
て
し
ま
お
う
と
い
う
大
胆
な

企
画
で
す
。「
酒
樽
み
こ
し
」な
ど

の
試
行
錯
誤
の
末
に
た
ど
り
着

い
た
試
み
で
し
た
が
、や
って
み
る

と
市
民
に
も
参
加
者
に
も
大
好

評
。熊
倉
や
村
松
、塩
川
な
ど
参

加
も
増
え
て
今
に
至
っ
て
い
ま

す
。ま
さ
に「
喜
多
方
の
宝
」で

す
。

　
７
月
の
レ
ト
ロ
横
丁（
第
18

回
）も
２
日
間
で
８
万
人
が
訪
れ

た
そ
う
で
す
が
、こ
れ
も
市
民
、

参
加
者
が
楽
し
め
る
イ
ベン
ト
と

し
て
育
っ
て
い
ま
す
。新
し
い
伝

統
、新
し
い
宝
が
次
々
に
生
ま
れ

る
喜
多
方
は
、私
た
ち
の
誇
り
で

す
。手
を
携
え
て
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

冠木 雅夫
会津喜多方会会長

「
世
界
一
面
白
い
」!?
太
鼓
台
競
演

佐藤 富次郎
会津喜多方
商工会議所会頭

「
日
々
を
新
た
に
」

☆
顧
　問

五
十
嵐 

清
人

遠
藤 

和
徳

小
山 

忠
男

齋
藤 

平
二

武
田 

惠
美
子

田

部

 

勉

武
蔵 

好
彦

渡

邊

 

衛

☆
相
談
役

冨
木 

み
ゑ

☆
会
　長

冠
木 

雅
夫

☆
副
会
長

石
嶋 

正
志

石
綿 

崇
志

山

田

 

勝

☆
幹
事
長

伊

関

 

宏

☆
幹
事
長
代
行

（
会
計
担
当
）

大
竹 

正
直

☆
副
幹
事
長

高
橋 

雅
子

永
木 

栄
子

南
出 

京
子

☆
監
　事

大
竹 

英
一

小
関 

哲
子

☆
幹
　事

秋
葉 

芙
美
子

秋
元 

美
智
子

穴
澤 

ミ
ヨ
子

会
津
喜
多
方
会
役
員
名
簿

（
令
和
６
年
10
月
１
日
現
在
、幹
事
候
補
も
含
む
）

　
　
　（
敬
称
略
）

岩
田 

千
穂

内
山 

由
美
子

宇
津
木 

繁

大
川
原 

千
保

小
野
瀬 

順
治

北
村 

三
百
子

斎
藤 

三
郎

斎

藤

 

實

鈴
木 

幹
男

滝
沢 

雄
二

東
條 

貴
史

冨
田 

陽
子

梨
本 

佐
津
子

夏
井 

淳
一

新
居
崎 

千
津
子

西
村 

久
子

満
田 

達
夫

矢
部 

セ
ツ
子

山
田 

春
美

渡

部

 

武

☆
地
元
幹
事

遠
藤 

紀
雄

都
倉 

浩
二

長
谷
川 

仁

鈴
木 

美
智
子

瓜
生 

昭
彦

渡
部 

洋
一

長
嶋 

嘉
久

岩
田 

恒
典

五
十
嵐 

隆

甲
斐 

修
一

☆
地
元
事
務
局

佐
藤 

ま
ゆ
み

令和5年度（2023年）事業報告

令和6年度（2024年）事業計画

  　　
11
月
４
日（
土
）に
東
天
紅
上

野
店
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。遠
藤
忠
一
喜
多
方
市
長
、佐

藤
富
次
郎
会
津
喜
多
方
商
工
会

議
所
会
頭
は
じ
め
、来
賓
22
名
、

会
員
89
名
、地
元
の
祭
り
囃
子

盆
踊
り
保
存
会
９
名
も
含
め
合

計
１
２
０
名
で
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

  　
９
月
30
日
、２
月
10
日
、６
月

１
日
、い
ず
れ
も
お
魚
総
本
家
新

宿
西
口
店
に
て
開
催
し
ま
し
た
。                          

【
関
係
機
関・団
体
と
の
連
携
】

令
和
５
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
に
か
け
て

●
福
島
県
人
会
秋
季
総
会

●
会
津
会
総
会・新
年
会

●
在
京
西
会
津
会
総
会

●
山
都
町
ふ
る
さ
と
会
総
会

●
在
京
下
郷
町
総
会

●
在
京
北
塩
原
村
総
会

●
首
都
圏
桜
壇
同
窓
会
総
会

●
会
津
赤
べ
こ
会
春
秋
総
会

●
喜
多
方
観
光
協
会
物
産
協
会

主
催
の
首
都
圏
開
催
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

●
喜
多
方
市
夏
祭
り
に
協
賛
。８
月
15
日
太
鼓
台
競
演

集
合
会
場
に
応
援
訪
問
＝
写
真

●
商
工
会
議
所
扱
い
の
日
本
酒
販
売
へ
の
協
力

（当会の会計年度は9月1日から翌年8月31日まで）

総
会
・
懇
親
会
の
開
催

幹
事
会
の
開
催

会津喜多方会会報No.16〈2〉会津喜多方会会報No.16〈3〉
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令和5年度会津喜多方会総会ご出席の皆様 （順不同。敬称略）
ご来賓の方 （々肩書きは開催時のものです）

会員参加者（50音順・敬称略）

遠 藤　 忠 一 喜多方市長

小 林　 時 夫 喜多方市議会議長

佐 藤　 富 次 郎 会津喜多方商工会議所会頭

五 十 嵐　 敦 会津喜多方商工会議所副会頭

磯 部　 英 世 会津喜多方商工会議所副会頭

佐 藤　 ま ゆ み 会津喜多方商工会議所専務理事

小 野　 幸 一 喜多方市企画政策部長

長 谷 川　 仁 喜多方市企画調整課長

齋 藤　 光 司 喜多方市企画調整課課長補佐兼秘書広報室長

細 川 　 了 福島県東京事務所長

菅 家　 一 郎 衆議院議員（代理　中澤清志秘書）

大 越　 康 弘 東京福島県人会理事長

山 内　 秀 一 会津会副会長

佐々木　 恵 美子 会津赤べこ会事務局長

渡 部　 徹 夫 首都圏桜壇同窓会長

庄 司　 達 雄 喜多方桐桜高校同窓会関東支部幹事長

廣 田 　 潔 会津坂下会会長

新 田　 興 助 在京西会津会長

柄 本　 廣 央 山都町ふるさと会会長

小 椋　 正 幸 在京きたしおばら会会長

中 野　 善 次 前　在京下郷会長

中 原 　 明 喜多方応援大使　　（株）麵食会長

秋 葉　 芙 美 子
秋 元　 美 智 子
穴 澤　 ミ ヨ 子
荒 川　 洋
淡 路　 久 里
飯 田　 修
石 嶋　 正 志
石 田　 溥
石 綿　 崇 志
伊 関　 宏
伊 藤　 銀 次 郎
伊 藤　 冨 勝
伊 東　 光 晴
井 上　 正 光
猪 俣　 利 光

入 谷　 加 代 子
岩 田　 千 穂
岩 田　 善 治
内 山　 由 美 子
宇 津 木　 繫
遠 藤　 純 男
大 川 原 千 保
大 角　 尚 子
大 関　 宏
大 竹　 英 一
大 竹　 正 直
大 八 木　 和 彦
小 川　 セ ツ 子
小 野 瀬　 順 治
小 野　 久 子

甲 斐　 文 夫
冠 木　 憲 一
冠 木　 哲 男
冠 木　 雅 夫
北 島　 喜 彦
北 村　 三 百 子
桑 形　 八 重 子
小 関　 哲 子
齋 藤　 一 世
齋 藤　 義 光
坂 口　 英 雄
佐 瀬　 常 雄
佐 藤　 篤
佐 藤　 静 夫
佐 藤　 和 子

佐 藤　 武 雄
佐 藤　 美 代 子
志 賀　 貢
嶋 崎　 貞 子
島 崎　 庸 子
鈴 木　 幹 男
高 橋　 暲 子
高 橋　 忠 雄
高 橋　 雅 子
滝 沢　 雄 二
武 田　 惠 美 子
田 部　 勉
千 葉　 光 男
　 田　 サ ト 子
冨 木　 み ゑ

冨 田　 陽 子
永 木　 栄 子
西 村　 久 子
二 瓶　 ヨ シ 子
播 田　 良 美
坂 内　 豊 寿
桧 沢　 龍 二
平 田　 三 智 也
古 川　 俊 也
古 山　 良 太 郎
星　 喜 代 治
堀 川　 壽 美
曲 沼　 文 夫
曲 沼　 三 七 夫
満 田　 達 夫

南 出　 京 子
宮 内　 栄 喜
宗 像　 健 次 郎
矢 部　 健 三
矢 部　 セ ツ 子
山 田　 春 美
吉 田　 育 代
渡 部　 和 夫
渡 部　 静 子
渡 部　 眞 一

会員欠席者（年会費払込者・50音順・敬称略）
阿 部　 征 男

荒 川　 俊 佐

荒 川　 光 久

五 十 嵐　 昭 平

五 十 嵐　 節 子

五 十 嵐　 隆

五 十 嵐　 忠 雄

遠 藤　 和 徳

大 竹　 英 貴

大 橋　 美 恵 子

小 椋　 善 弘

小 澤　 弘 道

尾 之 上　 昭 子

小 山　 忠 男

北 見　 将 造

黒 澤　 孝 子

高 麗　 正 規

齋 藤　 昌 三

齋 藤　 實

佐久間　雄一郎

佐 藤　 勉

佐 藤　 好 市

佐 藤　 雄 一

志 賀　 英 信

白 須　 夏

鈴 木　 則 子

高 島　 恭 子

棚 木　 正

茅 根　 栄 子

長 嶺　 次 郎

梨 本　 佐 津 子

新居崎　千津子

西 村　 勝

秦　 秀 雄

蓮 沼　 超 男

坂 内 昭 夫

坂 内　 善 次 郎

星　 敬 治

満 山　 明 子

宮 沢　 嘉 延

本 吉　 タ キ 子

山 崎　 隆 好

横 澤　 典 男

渡 邉　 邦 雄

渡 邊　 衛

西 川　 文 恵

辻



地酒、おみやげ品、みそ、醤油

〒966-0817　喜多方市三丁目4786
TEL（ 0 2 4 1 ）2 2 - 0 0 1 0
FAX（ 0 2 4 1 ）2 3 - 1 4 4 6

若 喜 商 店

会津喜多方会会報No.16〈4〉会津喜多方会会報No.16〈5〉

さあ、会津磐梯山
庄助踊りです

さあ、会津磐梯山
庄助踊りです

地元名産の販売に行列地元名産の販売に行列

ケン・ダニエルさんのマジックに
びっくり

ケン・ダニエルさんのマジックに
びっくり 踊りが始まるとテーブルはガラガラに踊りが始まるとテーブルはガラガラに

豪華景品の抽選。大川原さん、穴澤さん、西村さん
豪華景品の抽選。大川原さん、穴澤さん、西村さん

歌も踊りも盛り上がってます歌も踊りも盛り上がってます

恩師の坂内栄寿先生を囲んで恩師の坂内栄寿先生を囲んで

もうすぐ開会　受付
準備

もうすぐ開会　受付
準備

＜写真は満田達夫、川原田俊行撮影＞

最後は田部さん発声で万歳三唱最後は田部さん発声で万歳三唱

懐かしい祭囃子　地元の保存会
の皆さん

懐かしい祭囃子　地元の保存会
の皆さん

懇親会の司会は前回に続き岩田さんと大竹さん
懇親会の司会は前回に続き岩田さんと大竹さん

　令和５年度の総会・懇親会が１１月４日（土）に東京・上野の東天紅上野本店で開かれました。会員、来賓など合わ
せて約１２０人が参加し、大いに盛り上がりました。
　前年は各テーブルに年あったアクリル板もなく、すっかりコロナ禍前の雰囲気に戻りました。
　総会では令和４年度の決算、５年度の予算、事業計画が承認され、今後２年の役員として会長以下ほぼ全員を再
任、新たに武蔵好彦さんが顧問、南出京子さんが副幹事長に承認されました。
　懇親会では会員のケン・ダニエルさんが飛び入りでマジックを披露し会場を沸かせました。お楽しみの抽選会。賞
品は美味しい喜多方の銘酒など地元名産の品々でした。
　例年通り、祭囃子盆踊り保存会の皆さんのお囃子が登場し、まずは懐かしい太鼓台のお囃子。続く会津磐梯山庄
助踊りでは、参加者、来賓の皆さんが踊りの輪に加わりました。
　最後は万歳三唱、会場の皆さんの大きな声が響き渡り、３時間余りの会を終えました。
　なお、旧県立喜多方女子高校（東高校）の首都圏での同窓会「すずかけ会」が活動を終えるにあたり、今後は本会
の場で懇親を深めたいとの意向で、「すずかけ会」の皆さまも参加してくださいました。

令和５年度総会・懇親会の模様です



単位：円

収　入　の　部 備　　　　　　　考
前 期 繰 越 金 488,006

年 会 費 260,000 支払予定者
130名×@2,000円=260,000円

総会・懇親会会費 900,000 会員参加予定者
100名×@9,000円=900,000円

祝儀・賛助金等 200,000
来賓・懇親会費 270,000 来賓予定者 30名
広 告 協 賛 金 220,000 喜多方市役所・会津喜多方商工会議所 他
当年度収入合計 2,338,006

支　出　の　部 備　　　　　　　考

総会・懇親会会費 1,280,000
懇親会経費 1,080,000円
酒類代 30,000円　お土産代 50,000円
イベント経費 120,000円

会 報 発 行 費 230,000 会報（16号）製作費（600部） 190,000円
会報発送手数料 40,000円

謝 礼・賛 助 金 130,000
喜多方夏祭り 30,000円　福島県人会 30,000円
広告掲載 10,000円　会津会・西会津会 30,000円
Webサイト 30,000円

印 刷 費 50,000 総会案内状・ハガキ・シール印刷 40,000円
その他 10,000円

通 信 運 搬 費 50,000
総会案内ハガキ代 40,000円
広告主様宛送付代 5,000円
その他 5,000円

事 務 所 費 30,000 事務局経費
事 務 用 品 費 30,000 インクトナー・用紙代 30,000円
旅 費 交 通 費
会 議 費 20,000 総会打合せ 20,000円
郵便振替手数料 20,000 年会費振替手数料他 20,000円
そ の 他 10,000 慶弔費等
当年度支出合計 1,850,000
予 備 費 488,006
合 　 　 計 2,338,006

単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
現 金 59,233 余 剰 金 488,006
郵 便 振 替 預 金
通 常 郵 便 預 金 428,773
定 額 郵 便 預 金
定 期 預 金
合 計 488,006 合 計 488,006

単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

年 会 費 236,000 総会・懇親会経費 1,061,831
総会・懇親会費 765,000 会 報 発 行 費 153,285
祝 儀 ・ 寄 付 金 301,000 謝 礼・協 賛 金 115,400
来賓・懇親会費 203,000 印 刷 費 32,725
広 告 料 145,000 通 信 運 搬 費 32,632
受 取 利 息 3 事 務 所 費 30,000

事 務 用 品 費 18,225
会 議 費

前 期 繰 越 金 298,669 郵便振替・支払手数料 16,568
そ の 他
支 出 計 1,460,666
次 期 繰 越 金 488,006

合 計 1,948,672 合 計 1,948,672

ご芳名（敬称略） 所　　　属　　　名 金額（単位：円）
新　田　興　助 在 京 西 会 津 会 会 長 10,000
柄　本　廣　央 山都町ふるさと会会長 10,000
坂　内　善次郎 日本体育施設（株）取締役会長 10,000
伊　東　光　晴 （株）大東出版梱包代表取締役会長 30,000
渡　部　徹　夫 首 都 圏 桜 壇 同 窓 会 長 2,000
冠　木　雅　夫 会 津 喜 多 方 会 会 長 20,000
伊　関　　　宏 会 津 喜 多 方 会 幹 事 長 20,000
石　綿　崇　志 会 津 喜 多 方 会 副 会 長 10,000
武　田　恵美子 会 津 喜 多 方 会 顧 問 30,000
渡　邊　　　衛 会 津 喜 多 方 会 顧 問 8,000
冨　木　み　ゑ 会 津 喜 多 方 会 相 談 役 10,000
山　田　晴　美 会 津 喜 多 方 会 会 員 10,000
大川原　千　保 会 津 喜 多 方 会 会 員 10,000
大　橋　美恵子 会 津 喜 多 方 会 会 員 8,000
冨　田　陽　子 会 津 喜 多 方 会 会 員 3,000
西　村　　　勝 会 津 喜 多 方 会 会 員 3,000
秦　　　秀　雄 会 津 喜 多 方 会 会 員 3,000
佐　藤　　　篤 会 津 喜 多 方 会 会 員 2,000
す ず か け 会 50,000
梅　澤　和　男 三鷹市福島県人会会長 5,000
荒　川　光　久 会 津 喜 多 方 会 会 員 9,000
尾之上　昭　子 会 津 喜 多 方 会 会 員 9,000
唐　橋　幸　夫 会 津 喜 多 方 会 会 員 9,000
齋　藤　　　實 会 津 喜 多 方 会 会 員 10,000
高　麗　正　規 会 津 喜 多 方 会 会 員 8,000
西　川　文　恵 会 津 喜 多 方 会 会 員 2,000

合計　301,000

第48期予算案 （令和6年9月1日～令和7年8月31日）１　貸借対照表 （令和6年8月31日 現在）

２　収支計算表 （自 令和5年9月1日～至 令和6年8月31日）

会津喜多方会　第47期決算報告
（自 令和5年9月1日～至 令和6年8月31日）

令和5年度祝儀・寄付金一覧

会津喜多方会　第48期予算案
（自 令和6年9月1日～至 令和7年8月31日）

上記の通り報告いたします。  令和６年9月20日
 会　長　冠　木　雅　夫
 幹事長　伊　関　　　宏
 会　計　大　竹　正　直

上記について監査した結果、適法適正なることを認めます。
  令和６年9月20日

 監　事　大　竹　英　一　　印

 監　事　小　関　哲　子　　印

喜多方市
環境にやさしい
農業推進協議会

●農林水産省

助言・支援

　国立大学法人
●福島大学食農学類

助言・支援

●情報提供・
　普及啓発

生産者・消費者
●福島県
●JA全農福島農業
　技術センター

助言・支援
（技術的指導・技術実証）

●喜多方市食生活
　改善推進員会

協力（普及啓発）

●生活協同組合コープあいづ
●㈱リオン・ドールコーポレーション
●㈱ヨークベニマル

協力（販売促進）

●喜多方市認定農業者協議会
●熱塩加納有機農業推進協議会
●喜多方地方指導農業士会
●JA会津よつばいいで特栽米
　協議会

協力（指導・助言）

●福島県
●喜多方市
●JA会津よつば

助言・支援

●（一社）喜多方観光
　物産協会
　グリーンツーリズム・
　サポートセンター

連　　携

　

今
年
度
、喜
多
方
市
役
所
に
、「
喜
多

方
ラ
ー
メ
ン
課
」及
び「
そ
ば
課
」が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。私
は
、観
光
交
流
課
長
の

辞
令
と
合
わ
せ
、喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
課
長

と
そ
ば
課
長
の
辞
令
も
同
時
に
受
け
ま

し
た
。そ
の
際
、市
長
よ
り
、「
喜
多
方

ラ
ー
メ
ン
」や「
そ
ば
」な
ど
、地
域
で
愛

さ
れ
て
い
る
食
文
化
の
ブ
ラ
ン
ド
力
・
知

名
度
の
更
な
る
向
上
と
発
展
を
図
っ
て

ほ
し
い
と
の
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
マ
ス
コ
ミ
各
社
よ
り
多
く
の
取
材
を

受
け
、見
ず
知
ら
ず
の
市
民
の
方
々
よ

り
、街
中
で「
あ
、ラ
ー
メ
ン
課
長
だ
！
」

と
指
さ
さ
れ
、笑
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

予
算
も
事
業
計
画
も
な
い
状
況
で
始

ま
っ
た
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
課
及
び
そ
ば
課

は
、観
光
交
流
課
の
職
員
が
兼
務
で
仕

事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
活
動
し
て
い
く
の
か
思
案
を
重

ね
て
お
り
ま
す
が
、ま
ず
は
、今
年
の

「
第
18
回
喜
多
方
レ
ト
ロ
横
丁
」に
お
い

て
、７
月
17
日
が
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
の
日

と
し
て
記
念
日
登
録
さ
れ
て
か
ら
１
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、そ
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、市
民
の
方
々
77
名
と
と
も

に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、喜
多
方
へ
行
き

た
く
な
る
、喜
多
方
ラ
ー

メ
ン
が
食
べ
た
く
な
る「
動

画
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」を

喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
の
日
で

あ
る
７
月
17
日
か
ら
９
月

17
日
ま
で
募
集
し
、入
賞

作
品
は
喜
多
方
の
観
光
Ｐ

Ｒ
に
お
い
て
広
く
活
用
す

る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、（
一
社
）喜
多

方
観
光
物
産
協
会
の
主

催
に
よ
り
、喜
多
方
ラ
ー

メ
ン
大
使（
昨
年
、会
津
喜

多
方
商
工
会
議
所
が
任

喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
課
・
そ
ば
課

初
代
課
長
に
就
任
し
ま
し
た

喜多方ラーメン課・そば課の表示

喜多方ラーメンの日１周年。麺に見立てたテープをカット

喜多方ラーメン

喜多方ラーメン大使
ドリルフィンフィンズお笑いライブ

瓜
　
生
　
昭
　
彦

命
）で
あ
る
ド
リ
ル
フ
ィ
ン
フ
ィ
ン
ズ
の
お

笑
い
凱
旋
ラ
イ
ブ
を
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
の

日
に
開
催
し
、大
勢
の
方
々
に
お
楽
し
み

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、様
々
な
取
り
組
み
に
よ

り
、喜
多
方
の
魅
力
を
広
く
情
報
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、首
都
圏
に
お
住

い
の
会
津
喜
多
方
会
会
員
の
皆
様
の
お

力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
（
喜
多
方
市
観
光
交
流
課
長

兼
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
課
長
兼
そ
ば
課
長
）

会津・喜多方ラーメン
ば  ん     な  い

坂内食堂
（朝 7時より）

福島県喜多方市御清水7230　☎0241-22-0351

会津喜多方会会報No.16〈6〉会津喜多方会会報No.16〈7〉

小
関

大
竹

喜
多
方
市
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

　

喜
多
方
市
は
５
月
15
日
、会
津
地
方
初
の

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

喜
多
方
市
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
協
議
会

が
、国
の
有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
事
業
を
活

用
し
、「
喜
多
方
市
有
機
農
業
実
施
計
画
」を
策
定

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
と
は
、有
機
農
業
の
生

産
か
ら
消
費
ま
で
一
貫
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
取

組
を
進
め
る
市
町
村
の
こ
と
。農
林
水
産
省
は
先

進
的
な
モ
デ
ル
地
区
を
順
次
創
出
し
展
開
を
図
っ

て
い
く
計
画
で
す
。遠
藤
市
長
は
宣
言
の
中
で
、

「
生
産
者
や
消
費
者
、実
需
者
と
力
を
合
わ
せ
、有

機
農
業
等
の
取
組
の
復
興
、創
生
を
着
実
に
進

め
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
」

と
決
意
を
述
べ
て
い
ま
す
。

 

（
喜
多
方
市
農
業
振
興
課
Ｈ
Ｐ
よ
り
）



単位：円

収　入　の　部 備　　　　　　　考
前 期 繰 越 金 488,006

年 会 費 260,000 支払予定者
130名×@2,000円=260,000円

総会・懇親会会費 900,000 会員参加予定者
100名×@9,000円=900,000円

祝儀・賛助金等 200,000
来賓・懇親会費 270,000 来賓予定者 30名
広 告 協 賛 金 220,000 喜多方市役所・会津喜多方商工会議所 他
当年度収入合計 2,338,006

支　出　の　部 備　　　　　　　考

総会・懇親会会費 1,280,000
懇親会経費 1,080,000円
酒類代 30,000円　お土産代 50,000円
イベント経費 120,000円

会 報 発 行 費 230,000 会報（16号）製作費（600部） 190,000円
会報発送手数料 40,000円

謝 礼・賛 助 金 130,000
喜多方夏祭り 30,000円　福島県人会 30,000円
広告掲載 10,000円　会津会・西会津会 30,000円
Webサイト 30,000円

印 刷 費 50,000 総会案内状・ハガキ・シール印刷 40,000円
その他 10,000円

通 信 運 搬 費 50,000
総会案内ハガキ代 40,000円
広告主様宛送付代 5,000円
その他 5,000円

事 務 所 費 30,000 事務局経費
事 務 用 品 費 30,000 インクトナー・用紙代 30,000円
旅 費 交 通 費
会 議 費 20,000 総会打合せ 20,000円
郵便振替手数料 20,000 年会費振替手数料他 20,000円
そ の 他 10,000 慶弔費等
当年度支出合計 1,850,000
予 備 費 488,006
合 　 　 計 2,338,006

単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
現 金 59,233 余 剰 金 488,006
郵 便 振 替 預 金
通 常 郵 便 預 金 428,773
定 額 郵 便 預 金
定 期 預 金
合 計 488,006 合 計 488,006

単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

年 会 費 236,000 総会・懇親会経費 1,061,831
総会・懇親会費 765,000 会 報 発 行 費 153,285
祝 儀 ・ 寄 付 金 301,000 謝 礼・協 賛 金 115,400
来賓・懇親会費 203,000 印 刷 費 32,725
広 告 料 145,000 通 信 運 搬 費 32,632
受 取 利 息 3 事 務 所 費 30,000

事 務 用 品 費 18,225
会 議 費

前 期 繰 越 金 298,669 郵便振替・支払手数料 16,568
そ の 他
支 出 計 1,460,666
次 期 繰 越 金 488,006

合 計 1,948,672 合 計 1,948,672

ご芳名（敬称略） 所　　　属　　　名 金額（単位：円）
新　田　興　助 在 京 西 会 津 会 会 長 10,000
柄　本　廣　央 山都町ふるさと会会長 10,000
坂　内　善次郎 日本体育施設（株）取締役会長 10,000
伊　東　光　晴 （株）大東出版梱包代表取締役会長 30,000
渡　部　徹　夫 首 都 圏 桜 壇 同 窓 会 長 2,000
冠　木　雅　夫 会 津 喜 多 方 会 会 長 20,000
伊　関　　　宏 会 津 喜 多 方 会 幹 事 長 20,000
石　綿　崇　志 会 津 喜 多 方 会 副 会 長 10,000
武　田　恵美子 会 津 喜 多 方 会 顧 問 30,000
渡　邊　　　衛 会 津 喜 多 方 会 顧 問 8,000
冨　木　み　ゑ 会 津 喜 多 方 会 相 談 役 10,000
山　田　晴　美 会 津 喜 多 方 会 会 員 10,000
大川原　千　保 会 津 喜 多 方 会 会 員 10,000
大　橋　美恵子 会 津 喜 多 方 会 会 員 8,000
冨　田　陽　子 会 津 喜 多 方 会 会 員 3,000
西　村　　　勝 会 津 喜 多 方 会 会 員 3,000
秦　　　秀　雄 会 津 喜 多 方 会 会 員 3,000
佐　藤　　　篤 会 津 喜 多 方 会 会 員 2,000
す ず か け 会 50,000
梅　澤　和　男 三鷹市福島県人会会長 5,000
荒　川　光　久 会 津 喜 多 方 会 会 員 9,000
尾之上　昭　子 会 津 喜 多 方 会 会 員 9,000
唐　橋　幸　夫 会 津 喜 多 方 会 会 員 9,000
齋　藤　　　實 会 津 喜 多 方 会 会 員 10,000
高　麗　正　規 会 津 喜 多 方 会 会 員 8,000
西　川　文　恵 会 津 喜 多 方 会 会 員 2,000

合計　301,000

第48期予算案 （令和6年9月1日～令和7年8月31日）１　貸借対照表 （令和6年8月31日 現在）

２　収支計算表 （自 令和5年9月1日～至 令和6年8月31日）

会津喜多方会　第47期決算報告
（自 令和5年9月1日～至 令和6年8月31日）

令和5年度祝儀・寄付金一覧

会津喜多方会　第48期予算案
（自 令和6年9月1日～至 令和7年8月31日）

上記の通り報告いたします。  令和６年9月20日
 会　長　冠　木　雅　夫
 幹事長　伊　関　　　宏
 会　計　大　竹　正　直

上記について監査した結果、適法適正なることを認めます。
  令和６年9月20日

 監　事　大　竹　英　一　　印

 監　事　小　関　哲　子　　印

喜多方市
環境にやさしい
農業推進協議会

●農林水産省

助言・支援

　国立大学法人
●福島大学食農学類

助言・支援

●情報提供・
　普及啓発

生産者・消費者
●福島県
●JA全農福島農業
　技術センター

助言・支援
（技術的指導・技術実証）

●喜多方市食生活
　改善推進員会

協力（普及啓発）

●生活協同組合コープあいづ
●㈱リオン・ドールコーポレーション
●㈱ヨークベニマル

協力（販売促進）

●喜多方市認定農業者協議会
●熱塩加納有機農業推進協議会
●喜多方地方指導農業士会
●JA会津よつばいいで特栽米
　協議会

協力（指導・助言）

●福島県
●喜多方市
●JA会津よつば

助言・支援

●（一社）喜多方観光
　物産協会
　グリーンツーリズム・
　サポートセンター

連　　携

　

今
年
度
、喜
多
方
市
役
所
に
、「
喜
多

方
ラ
ー
メ
ン
課
」及
び「
そ
ば
課
」が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。私
は
、観
光
交
流
課
長
の

辞
令
と
合
わ
せ
、喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
課
長

と
そ
ば
課
長
の
辞
令
も
同
時
に
受
け
ま

し
た
。そ
の
際
、市
長
よ
り
、「
喜
多
方

ラ
ー
メ
ン
」や「
そ
ば
」な
ど
、地
域
で
愛

さ
れ
て
い
る
食
文
化
の
ブ
ラ
ン
ド
力
・
知

名
度
の
更
な
る
向
上
と
発
展
を
図
っ
て

ほ
し
い
と
の
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
マ
ス
コ
ミ
各
社
よ
り
多
く
の
取
材
を

受
け
、見
ず
知
ら
ず
の
市
民
の
方
々
よ

り
、街
中
で「
あ
、ラ
ー
メ
ン
課
長
だ
！
」

と
指
さ
さ
れ
、笑
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

予
算
も
事
業
計
画
も
な
い
状
況
で
始

ま
っ
た
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
課
及
び
そ
ば
課

は
、観
光
交
流
課
の
職
員
が
兼
務
で
仕

事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
活
動
し
て
い
く
の
か
思
案
を
重

ね
て
お
り
ま
す
が
、ま
ず
は
、今
年
の

「
第
18
回
喜
多
方
レ
ト
ロ
横
丁
」に
お
い

て
、７
月
17
日
が
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
の
日

と
し
て
記
念
日
登
録
さ
れ
て
か
ら
１
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、そ
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、市
民
の
方
々
77
名
と
と
も

に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、喜
多
方
へ
行
き

た
く
な
る
、喜
多
方
ラ
ー

メ
ン
が
食
べ
た
く
な
る「
動

画
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」を

喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
の
日
で

あ
る
７
月
17
日
か
ら
９
月

17
日
ま
で
募
集
し
、入
賞

作
品
は
喜
多
方
の
観
光
Ｐ

Ｒ
に
お
い
て
広
く
活
用
す

る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、（
一
社
）喜
多

方
観
光
物
産
協
会
の
主

催
に
よ
り
、喜
多
方
ラ
ー

メ
ン
大
使（
昨
年
、会
津
喜

多
方
商
工
会
議
所
が
任

喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
課
・
そ
ば
課

初
代
課
長
に
就
任
し
ま
し
た

喜多方ラーメン課・そば課の表示

喜多方ラーメンの日１周年。麺に見立てたテープをカット

喜多方ラーメン

喜多方ラーメン大使
ドリルフィンフィンズお笑いライブ

瓜
　
生
　
昭
　
彦

命
）で
あ
る
ド
リ
ル
フ
ィ
ン
フ
ィ
ン
ズ
の
お

笑
い
凱
旋
ラ
イ
ブ
を
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
の

日
に
開
催
し
、大
勢
の
方
々
に
お
楽
し
み

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、様
々
な
取
り
組
み
に
よ

り
、喜
多
方
の
魅
力
を
広
く
情
報
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、首
都
圏
に
お
住

い
の
会
津
喜
多
方
会
会
員
の
皆
様
の
お

力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
（
喜
多
方
市
観
光
交
流
課
長

兼
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
課
長
兼
そ
ば
課
長
）

会津・喜多方ラーメン
ば  ん     な  い

坂内食堂
（朝 7時より）

福島県喜多方市御清水7230　☎0241-22-0351

会津喜多方会会報No.16〈6〉会津喜多方会会報No.16〈7〉

小
関

大
竹

喜
多
方
市
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

　

喜
多
方
市
は
５
月
15
日
、会
津
地
方
初
の

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

喜
多
方
市
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
協
議
会

が
、国
の
有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
事
業
を
活

用
し
、「
喜
多
方
市
有
機
農
業
実
施
計
画
」を
策
定

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
と
は
、有
機
農
業
の
生

産
か
ら
消
費
ま
で
一
貫
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
取

組
を
進
め
る
市
町
村
の
こ
と
。農
林
水
産
省
は
先

進
的
な
モ
デ
ル
地
区
を
順
次
創
出
し
展
開
を
図
っ

て
い
く
計
画
で
す
。遠
藤
市
長
は
宣
言
の
中
で
、

「
生
産
者
や
消
費
者
、実
需
者
と
力
を
合
わ
せ
、有

機
農
業
等
の
取
組
の
復
興
、創
生
を
着
実
に
進

め
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
」

と
決
意
を
述
べ
て
い
ま
す
。

 

（
喜
多
方
市
農
業
振
興
課
Ｈ
Ｐ
よ
り
）



夢心酒造株式会社
福島県喜多方市字北町2932

街の中心に位置し、観光やビジネスに最適です

　福島県喜多方市字2丁目4664番地
TEL：0241-22-0011（代）　FAX：0241-22-0116

https://kitakatagreenhotel.com

グリーンホテル

有限会社

峰の雪
酒造場

〒966-0802
喜多方市桜ガ丘一丁目17番地
電話（0241）22-0431（代表）

令和6年全国新酒鑑評会金賞受賞

会津

吉の川酒造店
喜多方市字一丁目4635 Tel. 0241-22-0059

代表取締役　蓮沼　超男
〒966-0802　福島県喜多方市押切南二丁目16番地
　TEL（0241）22-1125（代表）
　FAX（0241）25-7746

福島県喜多方市字江中子4184-4
TEL 0241-21-9669  FAX 0241-21-9662

おぐに薬局

〒143-0011　東京都品川区東大井2-13-8　ケイヒン東大井ビル10F

文 具 ・ 事 務 機 の 総 合 商 社
アスクル代理店 ふるさとの皆様お申込み下さい

〒966-0817 喜多方市字3丁目4791
TEL. 0241-22-0362  FAX. 0241-24-4768

風間 義之

レトロ横丁商店街 レトロ横丁商店街

マーケット通り東口（2丁目4650）
電話 080-8219-1790

http://www.spa-yamagataya.com/
TEL 0241-36-2288 FAX 0241-36-2290
〒966-0101 福島県喜多方市熱塩加納町  e-mail/info@spa-yamagataya.com

TEL.0241-22-0268
FAX.0241-22-0268
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市の昆虫「ホタル」

市の鳥「セキレイ」

夢と希望の持てる
「わくわくする喜多方」

喜多方市
KITAKATA CITY

会津喜多方商工会議所
未来を拓く 自己変革と成長への支援

会　　頭　佐藤富　郎
副 会 頭　星　　宏一
専務理事　佐藤まゆみ

副 会 頭　五十嵐　敦
副 会 頭　磯部　英世

〒966-0827　喜多方市字沢ノ免7331
TEL. 0241-24-3131（代）FAX. 0241-25-7171
URL  http://www.aizukitakatacci.or.jp
E-mail  info@aizukitakatacci.or.jp

飯塚病院 院長 添田　博也

喜多方市松山町村松字北原3634-1 TEL0241-24-3421  http://www.sakuunkai.or.jp/iizuka  

有隣病院 院長 丸谷　雅人

喜多方市松山町村松字北原3643-1 TEL0241-24-5021 http://www.sakuunkai.or.jp/yuurin 

医療法人 毎月第1・第3土曜日休診

理事長 飯塚 卓昨 雲 会

地域ケア事業部

l

l

l

さくうん居宅介護支援事業所

地域生活支援センター「ウィズピア」

自立訓練（生活訓練）施設「ひめさゆり荘」

l

l

l

さくうん訪問看護ステーション

就労継続支援事業B型「いいで工房」

グループホーム「いとよの郷」

http://www.sakuunkai.or.jp

　当会のホームページでは、会報の創刊号以来のバックナンバー、
喜多方ラーメンの歴史のほか最近の話題などを掲載しています。

是非、お手元のスマホやタブレット等で
左のQRコードを読み取ってください。

会津喜多方会 検 索
https://www.aizukitakatakai.org/

会津喜多方会のホームページ




